
巻 頭 言

この度、４年ぶりに砂川市立病院医学雑誌第26巻が発刊されます。

何故４年間も当院機関誌が刊行されなかったかは定かではありませんが、気が付いてみたらあっという間に年月が

経っていたというのが実感です。

敢えて理由を挙げるとするならば、当院にとっては大きな改革が続いていたというのが一因に挙げられるかと思いま

す。

新病院本館・南館・立体駐車場の建設、旧病院の解体、移転、電子カルテの稼働、ＤＰＣ体制への移行、救急科、総

合内科、放射線診断科、放射線治療科、歯科口腔センターの開設、新型救命救急センター、認知症疾患医療センター、

総合内科医養成研修センターの稼働、院外処方箋の開始、病院機能評価・卒後臨床研修評価の受審、他病院との連携・

姉妹病院協定締結、病院祭の実施、院内保育所の開設等々、病院の方向性を決定する様々な問題への対応が続いてきま

した。

また、東日本大震災へのＤＭＡＴ、医療支援チームの派遣や、全国自治体病院協議会副会長・北海道支部長病院とし

ての活動もあり、全職員が極めて多忙な、中身の濃い時を過ごし、乗り越えてきたように思います。

勿論、当院機関誌発行の遅れを正当化するものではありませんが、この間の全ての職員の活躍は十分評価に値すると

考えますし、当院の医療レベルが着実に発展してきた原動力であると認識、感謝しているところです。

この原稿を書いている現在は、衆議院選挙の真っ最中であり、今後どういう審判が国民から下されるかは判りませんが、

日本の置かれた政治・経済状況、社会保障・医療に関する問題は厳しさを増すばかりだと予想されます。

少子高齢化、人口減の命題を抱え、消費税UPに伴う病院運営は遠からず大問題となり、当院にとっても大きな荒波と

なって襲いかかってきます。

この荒波（津波と言っても良い）に押しつぶされないためには、職員一人一人が担当分野ごとに何がbestかを考え、

協議・連帯して行動することだと思います。

今、当院機関誌が４年振りに復活するということは、今後の当院の結束や発展の象徴としてとらえてしますのは、一

人私のみでしょうか。

職員の皆さんがモチベーション高く職務に取り組まれ、結果として、「良質の医療、心かよう安心と信頼の医療を提供

する病院」、「地域に根ざし、地域に愛され、貢献する病院」として、当院が一層進化するならば、どのような大きな問

題も乗り越えられると信じています。

皆さんの大いなる活躍を期待して、砂川市立病院医学雑誌第26巻発刊に当たっての巻頭言と致します。

砂川市立病院

院長 小 熊 豊
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Ⅰ．医学関係論文

１．本誌に掲載する論文は、砂川市立病院職員及び本誌に掲載を希望する関係者の投稿するものとする。

２．投稿論文は原著、症例報告、総説、診療研究、その他の研究活動からなり、他誌に未掲載のものとする。

３．掲載論文の採否及び掲載順位は編集委員会で決定する。

４．論文形式

ａ）原稿の記述の順序は以下の通りとし、それぞれの番号のところで改頁する。

①和文表紙：和文の表題、所属、著者名の順に記載する。

②和文要旨：400字以内の要旨を記載する。

③５語以内のKey Wordｓ（英語）を記載する。

④英文でタイトル、所属、著者名を記載する。

⑤本文 ｛はじめに 材料と方法 結果 考案 ｝の順に記載

⑥文献

⑦図、表及び図・表説明

⑧投稿総字数を表紙下部に手書きで明記

５．論文の書き方

ａ）原稿は和文の場合、原著、総説8,000字以内とする。又フロッピー（3.5インチ）/MO/CD/USBでの提出の際には以下の点に注意

して下さい。

①パソコン（Ｗindows）の場合は、ワープロソフト（MSword）を使用することを希望します。それ以外のアプリケーションを使用

するときはＴＥＸＴ形式で本文を保存すること。

②手書き原稿は受け付けません。

③文字と改行だけで単純に棒打ちして下さい。

ｂ）英文では必ずパソコンを使用し、ワープロソフト（MSword）を使用するか、それ以外のアプリケーションを使用するときはＴＥ

ＸＴ形式で本文を保存すること。１行おき28行以内で枚数は和文と同様とする。人名、地名などの固有名詞はなるべく源字を用い、

最初の１字のみ大文字とする。また普通名詞は全部小文字とする。必ずnativespeakerの校正を受けてください。

ｃ）数字は算用数字を用い、度量衡は国際単位系（ＳＩ）で記載する。

ｄ）論文にて繰り返される語は略語を用いても差し支えないが、初出の時は完全な用語を用いることを明記する。

ｅ）図（写真を含む）、表は別紙とし、図１、図２、あるいは表１、表２のように番号を付け、挿入箇所を明記する。写真は原則とし

て白黒とし、手札サイズで印画紙に焼き付けたものとする。又必ずデジタルデータで提出してください。カラー図・表を希望す

る方はカラーにて印刷し（最低1440dpiの出力を有するプリンターを使用）、同時にデジタルデータ化してください。同時にカラー

図掲載の希望を委員会までお知らせください。画像の目安としては 原寸で約300dpiの解像度相当で取り込み、JPG形式で保存して

下さい。

ｆ）論文本体、図（写真を含む）及び表は１セットプリントし、提出して下さい。

ｇ）引用文献

①文献は本文中において引用のつど番号（ 1）、2）、3）のように算用数字で）をうち、末尾に引用順に一括する。

②雑誌の場合～著者名．論文名．雑誌名 巻（号）：頁，発行年（西暦）．

【著者１名】

１）谷藤順士：皮膚疾患の臨床．臨床皮膚12(4)：745-752，1990．

２）HawkeyCJ.：COX-2inhibitors.Lancet.353(9149)：307-314,1999.

【著者２名以上】

１）小林広幸 他：慢性関節リウマチ患者にみられた腸の潰瘍性病変．胃と腸26(9)：1247-1256，1991．

２）StillmanMJ.etal：Desmoplasticmalignantmelanoma.IntJPathol.24(5):28-35,1989.

外国誌は、IndexMedicusの略誌名

③単行本の場合～著者名．書名，版．頁，発行所，発行地，発行年．

【単行本】

１）小野江為則．電顕腫瘍病理学，第2版．153-173，南山堂，東京，1986．

２）MurphyGP:Advancesincancerresearch,2nded.JohnWileyandSons,NewYork,1990.

【単行本の１章】

１）川端 真 血管縫合の実際，浜野哲男他(編)：脈管外科．医学書院，東京，1990．

２）HeyesRB.etal:Histologicmarkersinprimaryandmetastatictumorsoftheliver.：Andreoli

M,MonacoFeds.Thetumoroftheliver,140-150,ElsevierSciencePublishers,NewYork,1989.

Ⅱ．業績について

学会活動録（地方会、総会、その他研修会=院外での集会での発表）は筆頭演者．演題．学術集会名．日時．場所．掲載論文は、著者全員．論文名．

掲載雑誌名。巻：頁―頁、発表年 の順に記載し、編集委員会にフロッピー（3.5インチ）/CD/USB/院内メール等での提出をすること。

Ⅲ．投稿、編集などに関する問い合わせは下記とする。

〒073-0196

北海道砂川市西４条北３丁目１番１号

砂川市立病院 医学雑誌編集委員会（事務局 研修管理室）

TEL(0125)54-2131(2001)



編 集 後 記

2013年砂川市立病院医学雑誌第26巻を編集し、この度発刊することができました。

2010年10月28日に新本館、2011年10月28日に南館が開院し、2012年10月28日に待望の立体駐車場がオープンして

2003年5月からの改築事業が完結いたしました。

今後も新たな一ページを当院医学雑誌にて綴るとともに、研究発表、論文作成などを職員全てが高い意識を持って取

り組んで参ります。

砂川市立病院 医学雑誌編集委員会

委員長 柳 瀬 雅 裕

編 集 委 員 会
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副委員長 岩 木 宏 之
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倉 島 弘 道 加 藤 大 亮 光 畑 幸 美

白 川 和 樹 禎 島 利 奈 大 山 千 尋

渋 井 絵里香 佐 藤 大 作 東恩納 佑 輔

堀 下 直 樹 朝 日 紀 博 及 川 佑 介

小 柳 貴 敬 大 辻 誠 司 戸 田 悦 子

事 務 局 森 田 康 晴
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